
 様式第９ 

循環型社会形成推進地域計画目標達成状況報告書 

 

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間 

鹿足郡地域 津和野町、吉賀町、鹿足郡事務組合 平成25年度～平成29年度 平成25年度～平成29年度 
 

１ 目標の達成状況 

（ごみ処理） 

指      標 現状（割合※１） 

（平成  年度） 

目標（割合※１） 

 （平成  年度） A 

実績（割合※１） 

  （平成  年度）   B 

実績B 

/目標A 
排出量 事業系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量 

家庭系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量 

          t 

          t 

          t 

       kg/人 

           t 

          t 

          t 

       kg/人 

(    %) 

(    %) 

(    %) 

(    %) 

         t 

         t 

         t 

      kg/人 

(     %) 

(     %) 

(     %) 

(     %) 

     % 

     % 

     % 

     % 
合 計 事業系家庭系総排出量合計            t             t (    %)           t (     %)      % 

再生利用量 直接資源化量 

総資源化量 

          t 

          t 

(    %) 

(    %) 

          t 

          t 

(    %) 

(    %) 

         t 

           t 

(     %) 

(     %) 

     % 

     % 

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力量）          MWh           MWh          MWh   

減量化量 中間処理による減量化量           t (    %)           t (    %)          t (     %)      % 

最終処分量 埋立最終処分量           t (    %)           t (    %)          t (     %)      % 

 ※１ 排出量は現状に対する割合、その他の指標は排出量に対する割合 

 

（生活排水処理） 

指      標 現 状 

（平成23年度） 

目 標 

 （平成30年度） A 

実 績 

 （平成30年度） B 

実績B 

/目標A 
総人口  15,282 人 13,202 人 13,589 人    ― 

公共下水道 汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 
3,304 人 

21.6％ 

3,958 人 

30.0％ 

4,005 人 

29.5％ 

101.2% 

  98.3% 

集落排水施設等 汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 
567 人 

3.7％ 

511 人 

3.9％ 

506 人 

3.7％ 

  99.0% 

  94.9% 

合併処理浄化槽等 汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 
3,211 人 

21.1％ 

3,745 人 

28.4％ 

3,141 人 

23.1％ 

83.9% 

  81.3% 

未処理人口 汚水衛生未処理人口 8,190 人 4,988 人 5,937 人 119.0% 

 



２ 各施策の実施状況 

施策種別 事業 
番号 

施策の名称等 実施主体 施策の概要 事業実施期間 
(事業計画期間) 

施策の実績 

発生抑制、 
再使用の 
推進に関 
するもの 

11 生活排水対策 鹿足郡事務組合 排水対策等の周知徹底 H25～H29 
(H25～H29) 

構成町を通して合併浄化槽導入
促進のＰＲ(町広報、CATVテロッ
プ放送) 
※CATVは鹿足郡事務組合が運営 

処理体制 
の構築、 
変更に関 
するもの 

      

処理施設 
の整備に 
関するも 
の 

1 
 
 
 
2 
 
 
3 

し尿処理施設基幹的
設備改良事業 
 
 
浄化槽設置整備事業 
 
 
 
浄化槽設置整備事業 

鹿足郡事務組合 
 
 
 
津和野町 
 
 
 
吉賀町 

既設し尿処理施設の延命化と 
CO2排出量削減 

H26 
(H26) 
 
 
H23～H29 
(H23～H29) 
 
 
H23～H29 
(H23～H29) 

施設の延命化工事と省エネ機器
の導入。CO2排出量28％以上削
減。 
 
   5人槽 60基 
6～ 7人槽 27基 

 8～10人槽  3基 
    

5人槽 45基 
6～ 7人槽 39基 

 8～10人槽  1基 
 

施設整備 
に係る計 
画支援に 
関するも 
の 

31 
 

事業番号1の計画支
援 

鹿足郡事務組合 既設し尿処理施設延命化工事
の発注支援業務(発注仕様書の
作成等) 

H25 
(H25) 

平成26年度実施のし尿処理施設
基幹的設備改良事業のための発
注仕様書策定 

その他 32 事業番号1の長寿命
化計画策定支援 

鹿足郡事務組合 既設し尿処理施設の長寿命化
計画策定 

H25 
(H25) 

平成46年度までの使用を前提と
したし尿処理施設の長寿命化計
画書策定 

 



３ 事業実施による二酸化炭素削減効果について 

（１）削減量（実績） 

平成26年実施のし尿処理施設基幹的設備改良事業において、施設の延命化と省エネ機器等の導入により二酸化炭素削減を28%以上達成した。 
 
(算定方法及び算定根拠) 
１、二酸化炭素排出に関与する3つの要素(①電力使用量、②化石燃料使用量、③薬品使用量)の年間使用量実績から二酸化炭素排出量を算出する。 
２、二酸化炭素排出係数は、廃棄物処理施設の基幹的設備改良マニュアル(平成30年3月改訂)記載の排出係数に基づく。 
３、削減前二酸化炭素排出量は、し尿処理施設基幹的設備改良事業実施前の平成23年度から平成25年度の3年間の平均値を使用する。 
４、二酸化炭素排出量の削減効果の検証は、し尿処理施設基幹的設備改良事業を実施した平成26年度を除く、平成27年度から目標年度の平成30

年度の各年度について行う。 
５、削減効果の詳細は別添の資料１を参照。 
 
 

 

（２）削減量に達しなかった場合の原因 

 

 

 

 

 



４ 目標の達成状況に関する評価 

（生活排水処理） 
公共下水道は、目標に対する実績は101.2％で、目標を達成した。 
集落排水施設等は、目標に対する実績は99.0％で、目標を達成できなかった。 
合併処理浄化槽等は、目標に対する実績は83.9％で、目標を達成できなかった。 
未処理人口は、目標に対する実績は119.0％で、目標を達成できなかった。 
し尿処理施設基幹的設備改良事業は、二酸化炭素削減目標20％に対する実績28%以上で、目標を達成した。 
 
公共下水道は、計画期間中に汲取り世帯(計画収集世帯)や単独浄化槽処理世帯等からの切り替えが予定のとおり進んだと考えられる。 
集落排水施設等は、目標にわずかに達しなかったが、計画期間中に汲取り世帯(計画収集世帯)や単独浄化槽処理世帯等からの切り替えがほ
ぼ予定のとおり進んだと考えられる。 
合併処理浄化槽等は、設置基数は予定を上回ったが、目標を達成できなかった。未達成の要因は、１基当たりの使用人数が想定していた人
数より少なくなったこと、既存の合併浄化槽を設置している家庭の転出等が多かったこと、さらに、下水道等の整備地区の下水道等への切
り替えによる減少が考えられる。 
汚水衛生未処理人口は、人口減少が予測を下まわったことにより汲取り世帯(計画収集世帯)、自家処理世帯、単独浄化槽処理世帯が見込み
より減少しなかったことが考えられる。もう一つは、合併浄化槽等が目標を達成できなかったことにより、汚水処理人口の増加が想定を下
回ったことである。 
し尿処理施設基幹的設備改良事業は、省エネ機器の導入と機器更新で緻密な運転管理が可能となったことで、想定以上の二酸化炭素削減が
達成できた。 

 

 

（都道府県知事の所見） 

（生活排水処理） 

目標には届かなかったが、未処理人口は着実に減少しており、本計画の施策が生活排水処理の改善に寄与したことが認められる。今後も引
き続き、公共下水及び浄化槽の事業区域を整理し、経済的かつ効率的な整備を進めていただきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


